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熱くなる
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各部の名称

電源コード

本体

温度調節ダイヤル

タイマーダイヤル

通電ランプ(オレンジ)

ヒーター(庫内)

電源プラグ

プレート

プレートゴム

バスケット

ハンドル

本体背面

排気口

吸気口(本体底面)

プレートゴムは取り外さないでください。

min

ダイヤル表示
温度調節ダイヤル タイマーダイヤル

最大60分で調理時間を設定できます。80～200℃で調理温度を設定できます。
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ご使用方法

●バスケット・プレートは食器用洗剤をスポンジに付けて十分に洗い、よくす
　すぎ水気を拭き取ってください。
●予熱中に煙や若干のにおいが出ることがありますが、異常ではありません。
●壁やコーナーから 20cm以上離してご使用ください。

はじめてお使いになる前に

1. バスケットにプレートを入れ、本体へセットする

2. 電源プラグをコンセントに差し込む

プレートゴム

プレート

●バスケットにプレートをセットします。
　※プレートにプレートゴムが取り付けられていることを確認してください。
●バスケットを本体にしっかりとセットします。

●コンセントに差し込む前に必ずタイマーダイヤルが 0になっていることを確
　認してください。
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min

200℃で設定する場合
温度調節ダイヤル タイマーダイヤル

ご使用方法

●温度調節ダイヤルで温度を設定し、タイマーダイヤルを約 6分の目盛りに合
　わせ、予熱を開始してください。
　通電ランプが点灯し、予熱が開始されます。
●加熱ランプが消えたら予熱が完了した合図です。
　※予熱が完了し、タイマーダイヤルが 0になっていない場合は、タイマーダ
　　イヤルを 0に戻してください。

3. 予熱をする

●本体を押さえながらハンドルを引いて、バスケットを本体から取り出してく
　ださい。
●取り出したバスケットは鍋敷きなどの上に置いてください。

●予熱後の本体内部とバスケットは熱くなってますので、やけどに注意してく
　ださい。
●予熱後のバスケットを、熱に弱い物の上に置かないでください。
　変形や変色、火災の原因になります。

4. バスケットを本体から取り出す

6分

鍋敷き

ハンドル
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ご使用方法

●食材をバスケットに入れてください。
●バスケットのハンドルを持ち、本体を押さえながらバスケットを本体にセッ
　トしてください。

◎食材を重ねて入れると、食材全体が均一に温まらない場合があります。
　食材と食材の間にすき間をあけ、熱風が食材全体にあたるようにしてくださ
　い。

5. 食材をバスケットに入れ、本体にセットする

●バスケットに油や調味料などの液体は入れないでください。
●バスケット内に表示してある「　　 」線を超える量の食材は入れないでくだ
　さい。
　※食材がヒータに接触し、発火・火災の原因になります。

MAX
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●タイマーダイヤルが「0」になり、本体から「チーン」と音が鳴り、通電ラ
　ンプが消えたら調理終了です。
●本体を押さえながらハンドルを引いて、バスケットを本体から取り出してく
　ださい。

7. 調理終了後、本体からバスケットを取り出す

●調理後の本体内部とバスケットは熱くなっ
　てますので、やけどに注意してください。

ご使用方法

●温度調節ダイヤルを回して調理温度を設定してください。
　80 ～ 200℃で温度を設定できます。
●タイマーダイヤルを回して調理時間を設定してください。
　※5分以下で設定する場合は、タイマーダイヤルを 6分以上に回してから、
　　5分以下に戻して設定してください。

6. 調理温度・時間を設定する

●使用中は、吸気口・排気口をふさがないでください。
●使用中は、排気口から熱風がでるため、顔や手を近づけないでください。
　やけどをする恐れがあります。

タイマーダイヤル 6分 5分
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ご使用方法

●とりだしたバスケットを鍋敷きなどの上に置き、食材をとりだしてください。
●バスケットを傾けたり逆さにすると、底にたまった油が食材にかかってしま
　うため、トングなどを使用して食材をとりだしてください。

8. 食材をバスケットからとりだす

●タイマーダイヤルが 0になっていることを確認してから、電源プラグをコン
　セントから抜いてください。

9. 電源プラグをコンセントから抜く

●調理後のバスケットを、熱に弱い物の上に置かないでください。
　変形や変色、火災の原因になります。
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調理の目安

◎調理物は重ならないように配置してください。重なると、均等に調理ができ
　ない場合があります。
◎表面に薄く油を塗布することで、仕上がりのカリっとした食感を得ることが
　できます。オイルスプレーかハケを使って塗布してください。
◎焼きムラや焦げ付きを防ぐために、必要に応じて途中で調理物を裏返してく
　ださい。
◎マフィンを調理する場合は、生地が膨らんで「　　  」線を超えないように、
　調理物の状態を確認してください。
◎クッキングシートを使用する場合は、耐熱温度が 230℃以上のクッキングシー
　トを使用してください。
◎クッキングシートはバスケット内の「　　  」線を超えないようにセットし　
　てください。

半熟卵

コロッケ(あたため)

フライドポテト(あたため)

マフィン

ゆで卵

焼き芋

焼きサーモン

イカリング

エビフライ

とんかつ

唐揚げ

唐揚げ(冷凍)

フライドポテト

フライドポテト(冷凍)

調理物

フライドポテト 約150g

フライドポテト 約150g

じゃがいも 約150g

唐揚げ　2個

鶏もも肉　約150g

豚ロース肉　約150g

エビ　4尾

ボイルイカ　約100g

サーモン切り身　2切れ

さつまいも　1本

卵　1個

卵　1個

カップ　3個分

コロッケ　1個

材料と分量(１人分)

200℃

200℃

180℃

200℃

200℃

200℃

180℃

設定温度 時間

12分

13分

10分

15分

14分

12分

8分

200℃ 10分

200℃ 40分

160℃ 12分

140℃ 10分

160℃ 14分

160℃ 5分

150℃ 5分
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MAX

分量や調理時間は目安ですので、お好みに応じて調節してください。
P6の「3. 予熱をする」を行い、庫内の温度を一定にしてから調理してください。

MAX



お手入れ方法
◎必ず、コンセントから電源プラグを抜いてからお手入れをしてください。
◎十分に冷えたことを確認してからお手入れしてください。
◎シンナー・ベンジン・みがき粉・たわし・金属たわし・化学ぞうきんを使わ
　ないでください。表面を傷つけます。
◎本体を丸洗いしたり、水に浸けないでください。
　感電や故障の原因になります。

プレートゴム

●食器用洗剤を含ませた布巾をかたく絞って拭き、洗剤が残らないように乾い
　た布巾で拭き取ってください。

本体

●食器用洗剤を含ませたスポンジで洗い、よくすすいでから乾燥させてくださ
　い。
●よごれがこびりついている場合は、ぬるま湯に浸してから洗ってください。

◎プレートゴムは取り外さないでください。
　プレートゴムが外れた場合は、取り付け直してください。

バスケット・プレート
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HOME SWAN　エアフライヤー

SAF-90

AC100V　50/60Hz

950W

80～200℃

60分

幅210mm×奥行き280mm×高さ280mm

2,300g

1.0m

1.3L：プレート有り

本体…ポリプロピレン
バスケット・プレート…スチール (シリコン樹脂塗装)

品 名
品 番
電 源
消 費 電 力
温 度 調 節
タ イ マ ー
製 品 サ イ ズ

製 品 重 量
電源コードの長さ

(約)

(約)

(約)

バ ス ケ ッ ト 容 量
「MAX」線まで

材 質



13



メモ
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〒９５９ー１５０２新潟県南蒲原郡田上町大字田上丙６７７－８２
ＴＥＬ ０２５６－５７－２２３３ ＦＡＸ ０２５６－５７－４３４４
フリーダイヤル
受付時間 ９：００～１２：００/１３：００～１7：００(土・日・祝日を除く)


